
〜ともに力を出し合うまちづくりのために〜

ひとよし “ かがやき ” づくりトーク
　
　
　
　
　
　

民
の
皆
様
が
、
市
長
と
直
接

　
　
　
　
　

語
り
合
い
、
市
政
を
も
っ
と
身

　
　
　
　
　

近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ

か
ら
の
『
人
吉
市
』
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
と
も
に
理
解
と
協
力
関
係
を
深
め
合

う
（
協
働
を
築
く
）
こ
と
を
目
的
に
、
市
で

は
、
ひ
と
よ
し
”
か
が
や
き
“
づ
く
り

ト
ー
ク
を
10
月
21
日
か
ら
11
月
28
日
に
か
け

て
、
市
内
全
域
13
会
場
で
開
催
。
参
加
し
た

約
４
０
０
人
の
方
々
か
ら
、
今
後
の
市
政
運

営
の
参
考
と
な
る
様
々
な
意
見
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
ま
ず
市
長
が
今
回
公
約
と
し

て
掲
げ
た
内
容
（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）
に
つ
い

て
「
こ
の
４
年
間
で
、
人
吉
を
ど
ぎ
ゃ
ん
か

せ
ん
と
い
か
ん
」
と
い
う
熱
い
想
い
と
と
も

に
柱
と
な
る
政
策
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
市
民
の
方
々
か
ら
は
、「
人

吉
に
対
す
る
郷
土
愛
」
に
満
ち
た
意
見
が
続

出
。

　

赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
お
母
さ
ん
、
高
校
生
、

高
齢
者
な
ど
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
多
く
の

方
々
が
お
互
い
に
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
て
真

剣
に
向
き
合
い
、
距
離
を
縮
め
た
”
か
が

や
き
“
づ
く
り
ト
ー
ク
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
下
、
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、
市
長
が
最
重

要
課
題
と
し
て
語
っ
た
主
な
内
容
と
、
各
会

場
で
出
さ
れ
た
意
見
や
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い
て
ご
報
告
し

ま
す
。

　

な
お
、
会
場
で
配
布
し
た
「
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
一
覧
表
」
を
今
回
の
広
報
と
一
緒
に
配
布

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ

い
。 市

　

こ
の
ま
ま
高
齢
化
が
進
み
、
年
金
経
済
に

陥
っ
た
ら
、
人
吉
は
も
た
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

儲も
う

か
っ
て
地
域
経
済
を
う
る
お
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
健
康
と
結

び
つ
い
た
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
、
ど
こ

に
も
負
け
な
い
お
も
て
な
し
の
観
光
地
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

す
べ
て
の
産
業
の
基
本
に
あ
る
の
が
農
業

で
す
。
ま
た
、
一
方
で
は
、
医い

し
ょ
く
ど
う
げ
ん

食
同
源
と
い

う
言
葉
の
と
お
り
農
業
は
私
た
ち
の
健
康
の

源
「
食
」
の
問
題
で
も
あ
り
、
す
べ
て
の
人

に
関
係
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
は
じ

め
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て
、
１

次
産
業
で
あ
る
農
業
を
軸
に
、
加
工
の
２
次

産
業
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
小
売
業
、
飲

食
店
や
旅
館
な
ど
の
３
次
産
業
が
ス
ク
ラ
ム

を
組
ん
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
と
い
う
時
代
か

ら
、
お
い
し
く
て
、
健
康
に
良
い
も
の
を
求

め
る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
番
組

で
も
健
康
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
が
人
気
で

す
。

　

人
吉
産
の
農
産
物
に
も
「（
仮
）
医
食
同

源
作
物
“
長
生
き
さ
ん
”
」
と
名
前
を
つ

け
て
、
生
産
者
や
生
産
履
歴
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
に
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
成
分

表
、
さ
ら
に
極
め
つ
け
は
、
ど
の
よ
う
に
し

て
食
べ
た
ら
栄
養
満
点
で
よ
り
お
い
し
い
か

と
い
う
料
理
法
ま
で
付
け
て
全
国
に
売
り
出

そ
う
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

観
光
は
宿
泊
、
飲
食
、
お
土
産
物
と
様
々

な
業
種
を
う
る
お
す
産
業
で
す
。
普
段
の
お

昼
は
４
０
０
円
の
お
弁
当
を
食
べ
て
い
る
私

た
ち
も
、
観
光
地
で
は
財
布
の
紐ひ

も

が
ゆ
る
み

２
、３
千
円
の
名
物
御
膳
で
も
注
文
す
る
な

ど
、
日
常
と
は
違
っ
た
お
金
の
使
い
方
を
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
観
光
が
生
み
出
す
経
済

効
果
は
特
別
な
も
の
だ
と
言
え
ま
す
。

　

平
成
21
年
に
は
Ｓ
Ｌ
が
、
そ
し
て
平
成
23

年
に
は
九
州
新
幹
線
全
線
開
通
と
い
う
観
光

面
で
の
大
き
な
転
機
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
を
絶
対
に
逃
さ
な
い
こ
と
が

最
大
の
課
題
で
す
。

　

全
国
的
に
人
気
が
あ
る
湯
布
院
や
黒
川
温

泉
に
人
吉
が
負
け
て
い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん

が
、
観
光
地
と
し
て
の
親
切
さ
、
気
配
り
の

点
で
差
を
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
の
人
吉
の
観
光
の
テ

ー
マ
は
い
か
に
『
感
動
』
を
与
え
ら
れ
る
か
。

　

ま
ず
は
、
お
客
様
を
迎
え
る
玄
関
口
で
あ

る
人
吉
駅
を
温
泉
や
焼
酎
を
体
感
で
き
る
応

接
間
の
よ
う
な
空
間
に
し
ま
す
。
駅
を
観
光

拠
点
と
す
る
こ
と
で
観
光
客
は
様
々
な
情
報

や
予
約
を
整
え
目
的
地
に
出
発
で
き
ま
す
。

　

人
吉
の
子
ど
も
た
ち
の
「
あ
い
さ
つ
」
は
、

人
の
心
を
癒い

や

し
、
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ

う
い
う
心
に
響
く
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。私
た
ち
大
人
も
気
持
ち
の
良
い「
あ

い
さ
つ
」
を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。
市
で

は
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
全
庁
を

あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
や
意
見
、
参
加
が
な
け
れ
ば

と
て
も
実
現
い
た
し
ま
せ
ん
。
新
た
な
人
吉

づ
く
り
に
是
非
皆
さ
ん
の
お
力
を
。

農
業
と
観
光
で

元
気
な
人
吉
を
め
ざ
し
ま
す

人
吉
独
自
の
農
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
み
ま
す

観
光
は
、
金
を
生
む

農
業
は
す
べ
て
の
産
業
や

健
康
づ
く
り
の
基
本
で
す

多
く
の
観
光
客
に

来
て
も
ら
う
た
め
に

全
市
を
あ
げ
て

取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
で
す

特集：ひとよし“かがやき”づくりトーク
【問合せ】地域生活課まちづくり係（☎２２−２１１１内線２１１５）
　　　　　企画課企画係（☎２２−２１１１内線２３１１）

田
中
市
長
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語
る
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各会場での発言や意見など、主なものに

対する市長の回答をご紹介します

※紙面の都合上、ここにはご意見として多かったものを集約して掲載させていただきました。そのほかにも多数のご
意見をいただきましたので、施策を進めていくなかで検討させていただきます。なお、各会場で出されましたご意見、
回答につきましては、各コミュニティーセンターおよび市役所２階地域生活課で閲覧できます。

　地方交付税がここ数年で７億円も減額され、決して人吉市も裕福な団体とは考えていない。そのため、市長給与
２割カットを始め、様々な方法において、歳出削減に努めているが、重点的に投資しなければならないところには
投資をしていく。
　中心市街地整備は、民間でやれることは、民間にお願いをしていく。いわゆる PFI 方式（プライベート・ファ
イナンス・イニシアティブの略。公共施設などの建設、維持管理、運営などを民間の資金、経営能力および技術的
能力を活用して行う新しい手法）によりやっていく。また、人吉城跡整備は、特区や地域再生計画を申請し、国の
機関へと働きかける。駅前整備についても、状況を見ながら進めていく。
　いずれにせよ、歳出は増える傾向にあり、収入は減る傾向にあるので、出来るだけ早く、農産物のブランド化に
取り組み、儲ける、稼ぐ方法を考えていく。

Q.1 マニフェスト実現のお金はどうするの？

A.1 赤字団体に落ちることのないよう、協議しながら進めます。

　ふるさと歴史の広場は、出初式を含めいろいろな行事に使われているので、状況を整理して、考えていく必要が
ある。城跡では、周回コースや四季折々の花を植えて楽しんでいただくことも必要であると思う。城跡にお店を建
てるということについては、国からの許可が難しいと考えるので、まずは歴史館周辺の休憩場所、喫茶、お土産の
お店などの整備について、特区や地域再生計画を国に申請してお願いしていきたい。

Q.2 人吉城跡ふるさと歴史の広場の整備についてできることからやったらどうか？

A.2 利用状況をみて整理したい。

　本当は、高速バスのそばにビジターセンターが必要だと考えるが、用地などの問題もあり、難しいので駅舎整備
と併せて、駅に何でも情報が揃う情報センターを作れればと考えている。お尋ねがあった時には、“駅へ行ってく
ださい、情報は何でも揃いますよ ”というパターンができる。また、景観（看板）についてもシンプルなものに統
一していきたい。

Q.3 観光情報をどう提供していくの？

A.3 駅に何でも揃う情報センターを。

　川下りについては、これまでもいろいろと検討され、国土交通省や漁協と協議されてきたようだ。清流コースの
１時間 30 分は長いと感じている。できれば 30 分くらいで回れるものがいい。梅花の渡しは金・土・日は行える
ように努めたい。そのほかにも、今までにはないような船や屋形船を浮かべるなど、紅葉を眺めながら船上でお弁
当を食べることができるといいなどの考えを持っている。

Q.4 くま川下りを活かして、ゆっくり過ごす仕掛けをしては？

A.4 梅花の渡し、屋形船などを考えていきたい。

特集：ひとよし“かがやき”づくりトーク

ひとよし “ かがやき ” づくりトーク アンケート結果
アンケート回答者：326 人 ／ 参加者：411 人　（回収率：79％）

① 性別について

男性 77％

女性 23％

② 年齢について

（人）
100

80

60

40

20

0
20 代以下　30 代　40 代　50 代　60 代　70 代以上

５
16

51
72

95 87

③ ひとよし“かがやき”づくりトークはいかがでしたか？

④ 開催時間についてはいかがでしたか？

【問合せ】地域生活課まちづくり係（☎２２−２１１１内線２１１５）
　　　　　企画課企画係（☎２２−２１１１内線２３１１）

とても有意義だった

有意義だった

あまり有意義でなかった

有意義でなかった

その他（未回答含む）
0　 20　 40　　60　　80　 100　 120　140　160　180（人）

178

113

２

３

30

その他の意見
●人吉の町おこし、
観光産業はよく話
されたが、もっと
少子高齢化や財政
難についてのトー
クが必要。
●評価はよくわか
らない。

平日の夜間がよい

平日の昼間がよい

土・日曜の昼間がよい

土・日曜の夜間がよい

その他（未回答含む）
0　 20　 40　　60　　80　 100　 120　140　160　180（人）

201

18

16

61

30

その他の意見
●できれば、託児
スペース付きで昼
間がよい。
●基本的に夜間で、
昼間も１回程度。
●昼間もあった方
がよい。

など
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消
防
組
織
法
や
条
例
に
基
づ
き
、
各
市
町

村
に
設
け
ら
れ
て
い
る
消
防
機
関
で
す
。

　

郷
土
愛
護
の
精
神
を
基
調
と
し
、「
自
分

た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
を
基
本
理

念
に
、
日
夜
仕
事
の
か
た
わ
ら
消
防
防
災
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
業
を
他
に
持

っ
た
人
た
ち
で
、
地
方
公
務
員
法
に
明
記
さ

れ
て
い
る
特
別
職
の
公
務
員
で
す
。

　

全
く
の
無
報
酬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
限

り
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
近
い
状
況
で
地
域

の
安
全
安
心
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
災
害
活
動

　

火
災
、
地
震
、
台
風
な
ど
の
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
、
消
防
署
の
活
動
隊
と
一
体
と

な
っ
て
、
迅
速
に
消
火
活
動
や
救
出
活
動
、

水
防
活
動
な
ど
を
行
い
、
街
と
住
民
を
守
る

の
が
消
防
団
の
大
き
な
役
割
で
す
。

●
啓
発
活
動

　

パ
レ
ー
ド
な
ど
で
火
災
予
防
を
呼
び
か
け

た
り
、
町
内
会
な
ど
の
防
災
訓
練
に
協
力
し

た
り
と
、
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
警
戒
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
吉
市
に
は
、
５
方
面
７
分
団
21
部
お
よ

び
女
性
消
防
隊
、ラ
ッ
パ
隊
の
組
織
が
あ
り
、

平
成
19
年
11
月
末
時
点
で
４
６
８
人
の
団
員

が
い
ま
す
。
平
均
年
齢
は
32
・
１
歳
で
す
。

　

し
か
し
、
条
例
で
定
め
ら
れ
た
消
防
団
員

の
定
数
（
必
要
と
す
る
団
員
数
）
は
５
１
２

人
で
あ
り
、44
人
の
不
足
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

女
性
消
防
隊
は
、
今
後
ま
す
ま
す
必
要
と

さ
れ
る
存
在
で
す
。
人
吉
市
で
は
平
成
14
年

に
発
足
し
、
現
在
18
人
の
団
員
が
い
ま
す
。

防
火
広
報
活
動
を
主
に
、
救
急
救
命
や
消
防

ポ
ン
プ
操
法
な
ど
の
訓
練
も
行
い
、
多
岐
に

わ
た
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
に
横
浜

市
で
行
わ
れ
た

第
18
回
全
国
女

性
消
防
操
法
大

会
に
本
市
女
性

消
防
隊
が
出
場
。

競
技
の
結
果
、

都
道
府
県
47
チ

ー
ム
中
10
位
入

賞
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

ラ
ッ
パ
吹
奏
に
よ
り
消
防
団
員
相
互
の
士

気
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
昭
和
63
年
結

成
。
消
防
出
初
式
を
は
じ
め
、
様
々
な
消
防

行
事
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
12
月
２
日
、
あ
さ
ぎ
り
町
で
開
催
さ

れ
た
第
18
回
球
磨
人
吉
消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
競

技
大
会
で
は
、
第
１
部
（
消
防
楽
曲
）
団
体

の
部
で
３
位
、
第
２
部
（
自
由
選
曲
）
団
体

の
部
で
準
優
勝
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
管
内
の
25
の
保
育

園
に
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
組
織
さ
れ
、
園
児

と
地
域
住
民
の
火
災
予
防
意
識
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

11
月
９
日
に
は
、
21
保
育
園
の
園
児
と
保
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が
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加
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用
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。

　消防団員は、わが街を災害から守るという使命感のもと、地域の防災リー
ダーとして幅広い活動を行っています。しかし、その一方で少子高齢化、若
者の減少などで、消防団員数の減少が深刻化し、団員増加が最大の課題とな
っています。
　あなたも、自分の街、みんなの街、そして大切な家族を守るため、消防団
活動に参加してみませんか？消防団への入団を心からお待ちしています。
　充実感が欲しかったあなた、きっとその心は満たされます！

消
防
団
と
は

消
防
団
員
と
は

活
動
内
容

人
吉
市
の
消
防
団

女
性
消
防
隊

●
訓
練
活
動

　

複
雑
多
様
化
す
る
災
害
や
、
火
災
予
防
業

務
の
高
度
化
に
適
切
に
対
応
す
る
に
は
知
識

や
技
能
の
向
上
が
不
可
欠
で
す
。
消
防
団
員

は
、
自
身
の
安
全
確
保
を
含
め
て
訓
練
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ラ
ッ
パ
隊

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

団員募集 自分の街、みんなの街、大切な家族を守るために

消防団出初式

　毎年恒例となっている出初式は、新年最初の消
防団行事です。消防団員の勤続功労表彰をはじめ、
日頃の規律・技術訓練の成果を競う観閲、分列行進、
放水競技や幼年消防による通常点検も行われます。
　団員の真剣な表情、ピーンと張りつめた空気の
中で展開されるこれらの競技を応援してください。

◆期　日　平成 20 年１月 13 日（日）
◆時　間　午前８時 30 分〜
◆会　場　人吉城跡ふるさと歴史の広場

年末特別警戒

　この季節は空気が乾燥し、火を使う機会が多く
なり、火事の発生しやすい時期となります。地域
の皆さんが安心して年を越せるよう、消防団は年
末特別警戒を実施します。
　市内全域を次の日時において巡回し、防火防犯
を呼びかけます。

◆期　日　12 月 28 日（金）〜 30 日（日）
◆時　間　午後８時〜翌朝５時
◆地　域　市内全域

（写真）
 去年の出初式から

市地域生活課防災安全係（☎２２−２１１１内線２１１１）問合せ

災
害
か
ら

地
域
を
守
る
リ
ー
ダ
ー

消
防
団

　
日
夜
、
住
民
の
安
全
を
守
る
た
め
に
頑

張
っ
て
い
る
消
防
団
の
主
な
活
動
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。
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平成 19 年（2007 年）はこ んな年でした ｢広報ひとよし」掲載記事から１年を

振り返ってみました。

　本年４月、田中市長が就任し、本市の新たなまちづくりが始まりました。
　人吉城が日本 100名城に選定され、５月に記念碑ができました。人吉温泉球磨焼酎祭りは、今年は城跡で開催され　　ました。昨年人吉球磨でロケをおこなった映画「北辰斜めにさすところ」が完成し、６月には試写会がありました。
今年から調理部門を民間委託した給食センターでは、保護者向けの料理教室が行われました。10月〜 11月に全校区　　２回ずつ開催された「ひとよし ”かがやき ”づくりトーク」では、市長と市民の皆さんがまちづくりについて議論を
行いました。西南戦争から 130年の今年、10月には北海道札幌市から戦闘に参加した屯田兵の子孫のみなさんが人吉　　を訪問され、11月には記念講演会が行われました。

成人式
消防出初式
第１回ひとよし福祉まつり開催
人吉商工会議所創立 60周年記念式典
人吉市国民保護計画策定

人吉球磨は、ひなまつり（〜３月 31日）
第４回人吉温泉マラソン大会
国際ソロプチミスト人吉認証 20周年記念式典
第 33回ひとよし梅まつり

くま川下り川開き
消防団に衛星携帯電話導入
裁判員制度模擬裁判
西間下町公民館完成
火災予防呼びかけ・球磨川で一斉放水
外国人のための防災セミナー
人吉球磨「食の文化祭」

スポーツパレストレーニングルーム利用
者 10万人突破
県議会議員選挙	
人吉市戦没者追悼式
鍛冶屋町通りにウンスンカルタの家オープン
全九州春季大会民謡民舞の祭典（〜15日）
市長・市議会議員選挙

田中信孝市長就任
人吉城の日本 100名城選定記念碑建立
人吉温泉球磨焼酎まつり（〜 13日）
人吉市がＩＴ人材育成特区に認定
梅狩り	

人吉球磨さわやか大学開校
教養講演会「がばいばあちゃんの笑顔で
生きんしゃい！」（島田洋七さん講演）
こども王国保安官新任式
映画「北辰斜めにさすところ」完成試写会

【１月】
８日
14日
20日
28日

【２月】
１日
18日
23日
25日
【３月】
１日

３日
４日

11日
【４月】
７日

８日
12日
13日
14日
22日
【５月】
１日
12日

21日
27日
【６月】
18日
24日

29日
30日

大村古墳踊り古墳前で復活
熊本県中学校総合体育大会開催（〜29日）
学校給食センター保護者料理教室（〜８月10日）

わくわくひとよしにんじんキャンプ（〜５日）	
茂賀野水源祭
人吉城歴史館学堂塾開催（〜 10日）
第53回人吉花火大会	メッセージ花火登場
球磨工業高校カヌー部が全国高校総体総合優勝	

災害対応型自動販売機を公共施設に設置
学校給食に米粉パン登場
人吉球磨地域観光マーケット（〜７日）
鶴田町子ども会「消防体験学習」
下水道の日出発式
相良三十三観音秋の一斉開帳（〜 26日）
うぉーむはあと運動会	
球磨川舟唄全国大会（〜 30日）

球磨焼酎宵の宴開催
おくんち祭り神幸行列	
全国地域安全運動出発式
第４回ウンスンカルタ大会
高齢者ふれあいスポーツ大会
西南戦争から 130年	屯田子孫会が訪問
第 54回人吉球磨総合美展（〜 25日）
ひとよし”かがやき”づくりトーク開催（〜11月28日）

人吉文化祭（〜４日）
ひとよし産業健康福祉まつり（〜 11日）
第 61回犬童球渓顕彰音楽祭（〜 18日）
くまこい祭りダンスフェスティバル
老神神社1200年奉祝大祭および前日祭（〜26日）
西南戦争から 130年記念講演会、歴史館
特別展「西南戦争と人吉」（〜１月 27日）

歳末たすけあい演芸会	
第 54回人吉駅伝大会	

【７月】
22日
28日
31日
【８月】
３日
４日
６日
15日

【９月】
３日
４日
６日
９日
11日
20日
21日
29日

【10月】
６日
９日
11日
13日
16日
17日
20日
21日

【11月】
３日
10日
16日
24日
25日
27日

【12月】
２日
９日

▲成人式（1/8）

▲第１回ひとよし福祉まつり（1/20）

▲消防団に衛星携帯電話導入（3/1）

▲SPトレーニングルーム10万人（4/7）

▲日本100名城選定記念碑建立（5/12）

▲三國連太郎さん来人（6/29）

▲人吉球磨は、ひなまつり・舞妓さん体験

▲第４回人吉温泉マラソン大会（2/18）

▲外国人のための防災セミナー（3/4）

▲田中市長初登庁（5/1）

▲ IT人材育成特区に認定（5/21）

▲県中学校総合体育大会（7/28）

▲大村古墳踊り（7/22）

▲球磨工カヌー部総体で総合優勝（8/15）

▲学校給食に米粉パン登場（9/4）

▲全国地域安全運動出発式（10/11）

▲人吉文化祭（11/3）

▲わくわくひとよしにんじんキャンプ（8/5）

▲災害対応型自動販売機設置（9/3）

▲球磨焼酎宵の宴（10/6）

▲ひとよし“かがやき”づくりトーク

▲第61回犬童球渓顕彰音楽祭（11/16）

▲第54回人吉駅伝大会（12/9）▲西南戦争から130年記念講演会（11/27）



　年末年始のし尿くみ取りを依頼される方は、12月21日（金）までに許可業者へご連絡
ください。
許可業者　（有）人吉衛生公社（☎２２–５２００）
　　　　　（有）はと衛生社（☎２３–２２４２）

し尿くみ取りについて

期 日 12月27日（木）12月28日（金）12月29日（土）12月30日（日）

ごみ収集 ○ ○ × ○※

クリーンプラザ開場 ○ ○ ○ ○

期 日 12月31日（月） １月１日（火） １月２日（水） １月３日（木）

ごみ収集 × × × ×

クリーンプラザ開場 × × × ×

期 日 １月４日（金） １月５日（土） １月６日（日） １月７日（月）

ごみ収集 ○ × × ○

クリーンプラザ開場 ○ × ○ ○ 市関連施設　　年末年始の休館・休園日一覧

休館日・休園日
12月 １月

29日（土）30日（日）31日（月） １日（火） ２日（水） ３日（木）
市役所
カルチャーパレス・図書館
スポーツパレス
クラフトパーク石野公園
老人福祉センター
各校区公民館
人吉城歴史館
総合福祉センター

　年末年始の市役所事務と業務は次のようになります。ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお
願いします。

①戸籍関係の出生・死亡・婚姻などの届出は、市役所守衛室で受け付けます。
②老人福祉センターは、12月31日と元旦は休館となりますが、それ以外の日は通常通り（午前
　９時〜午後５時）開館します。※施設・浴場が利用できます。
　　　問合せ　老人福祉センター（☎２４–４９６７）
③人吉城歴史館は、特別展「西南戦争と人吉」を開催中のため、１月２日（水）から臨時開館します。
　帰省客の方、観光客の方の多数の来館をお待ちしております。
　　　問合せ　人吉城歴史館（☎２２–２３２４）
④総合福祉センターは、12月29日（土）〜平成20年１月３日（木）まで休館です。
　　　問合せ　総合福祉センター（☎２４–９１９２）
⑤観光案内所は、年末年始に関係なく通常業務（午前９時〜午後６時）を行っています。
　　　問合せ　観光案内所（☎２２–２４１１）

年末年始の市役所事務と業務年末年始のごみ収集

※お住まいの町内の収集曜日をご確認のうえ出してください。
※人吉球磨クリーンプラザへごみを直接持ち込めるのは12月30日（日）までで、
　10キログラムにつき40円の手数料が必要です。
※ごみの大きさや種類によっては搬入できないものがあります。年末年始は搬入
　車両が多く混雑しますので、交通事故などに十分注意し、早めの搬入をお願いします。
　詳しくは人吉球磨クリーンプラザ（☎２２–１４１４）へご確認ください。

◆12月24日（月）と１月14日（月）は祝日ですが、月曜日の収集地区に限り通
　常通りごみの収集を行います。

※ 12月30日（日） は、 月曜・木曜日の収集地区 に限りごみの臨時収集を行います。
　その際は、必ず午前８時までに指定の収集場所に出してください。

（10）（11）



無料法律相談
市地域生活課市民相談係

（☎２２–２１１１内線２１１７）

　多くの相談に対応するため、事前に電話予約をお願いするこ
とになりました。
期　日　平成20年１月15日（火）
時　間　午前10時〜午後３時
受　付　市役所３階 総務文教委員会室
場　所　市役所３階 議員控室
対象者　市内在住の方に限ります

八代社会保険事務所
年金出張相談所

八代社会保険事務所
（☎０９６５–３５–６１１５）

期　日　平成20年１月17日（木）人吉総合病院３階会議室
　　　　平成20年２月７ 日（木）多良木町役場
時　間　午前10時〜午後３時
受　付　午前９時30分〜 11時30分、午後１時〜２時30分
○多くの相談に対応するため、電話予約をお願いします。
○障害年金や被保険者の記録調査などは、プライバシー保護の必 
　要があり、相談内容が複雑で時間を要しますので、ご都合のつ
　く方は八代社会保険事務所年金相談コーナーでご相談ください。
問合せ　〒８６６–８５０３　八代市萩原町２–11–41
八代社会保険事務所（☎０９６５–３５–６１１５）

行政・消費生活相談
市地域生活課市民相談係

（☎２２–２１１１内線２１１７）

期　日　平成20年１月22日（火）
時　間　午前10時〜正午（先着順、事前受付はしません）
受　付　市役所２階 地域生活課
対象者　市内在住の方に限ります
担当者　行政相談委員、消費生活相談員

秘密は厳守され、相談は無料です。お気軽にご相談ください。
※事前に予約が必要です。
期　日　平成20年１月11日（金）
受　付　午後２時〜３時
場　所　人吉保健所

こころの健康相談
人吉保健所保健予防課

（☎２２–３１０７）

　生活上の法律に関する相談に応じられるよう、司法書士会の
ご協力をいただいています。秘密は厳守されますので、お気軽
にご相談ください。12月28日（金）までに事前予約が必要です。
期　日　平成20年１月４日（金）
受　付　午後１時30分〜４時
場　所　市総合福祉センター

心配事法律相談
社会福祉協議会

（☎２４–９１９２）

１月の乳幼児健診日程
（場所／保健センター）

健 診 対　象　者 日 程
３　歳 平成16年10月生 ８日㈫
３か月 平成19年９月生 17日㈭
６か月 平成19年６月生 22日㈫
1歳 6 か月 平成18年６月生 29日㈫

受付時間
３ 歳 児＝午後
１時〜１時 20 分
そのほか＝午後
１時 10 分〜１時
30 分
※母子健康手帳、バスタオル、３歳
児は尿もお持ちください。
問合せ　市保健センターすこやか
子育て係（☎２２– ２１１１内線
６２３１）

ひろげるな！インフルエンザ
ひろげよう！咳エチケット

　インフルエンザは、空気で感染を
広げる病気で、毎年冬季に流行しま
す。重症化すると肺炎・脳症など生
命に関わる危険もあります。予防接
種により発症を抑えることが期待で
き、また発症しても重症化を防ぐこと
ができます。外出時はマスクを着用し、
帰宅後は手洗い・うがいを日常的に
行いましょう。また抵抗力をつけるた
めに、十分な栄養と睡眠をとり、体
内外からの予防をしましょう。
・＊咳

せき
エチケット３か条＊・

❶咳・くしゃみの際はティッシュな
　どで口と鼻を押え、周りの人から
　顔をそむける。
❷使用後のティッシュはすぐにふた
　付きのごみ箱にすてる。
❸症状のある人はマスクを正しく着
　用し、感染防止に努める。

◆健　　康

赤十字健康福祉ドック

期　間　平成20年３月〜５月
　　　　（土日除く）
場　所　日本赤十字社熊本健康管理
センター北館
対象者　身体障害者手帳（障害等級
１〜４級の方）または療育手帳をお
持ちの方およびその付き添いの方
料　金　１日ドック標準コース
　　　　20,000円（税込み）
申込・問合せ　日本赤十字社熊本健
康管理センター（☎０９６–３８７–
６６５０）

危険物取扱者試験

試験の種類　甲種、乙種第１類〜６
類、丙種※丙種は甲種および乙種と
の併願可能
試験日　平成20年２月17日（日）
時　間　
甲種および乙種　午前９時40分
丙種　午後０時40分
場　所　熊本市
受付期間　平成20年１月７日（月）

〜 16日（水）
　受験願書は下記申込先か、最寄り
の消防本部に備え付けています。
申込・問合せ　（財）消防試験研究
センター熊本県支部（☎０９６–
３６４–５００５）

◆ 試　　験

採用人員　２人程度
受験資格　昭和
58年４月２日〜
平成２年４月１
日までに生まれた方で、高等学校卒
業（見込）者またはこれと同等以上
の学歴を有する方など（詳しくは下
記へお問い合わせください）
申込方法　消防本部総務課に備え付
けの「採用試験申込書・受験票」に
必要事項を記入し、写真（申込３か
月以内に写したもの）を貼って、申
込先に持参または郵送してくださ
い。（郵送の場合は必ず簡易書留に
し、封筒の表に「採用試験申込書」
と朱書）
試験日（一次）　平成20年１月13日（日）
　　　　　　　午前８時30分
試験科目　教養試験、作文、身体・
体力検査（懸垂、腕立伏せ、握力、
肺活量、背筋など）
申込締切　12月28日（金）
　　　　　※当日消印有効
問合せ　人吉下球磨消防組合消防
本部総務課（☎２２–５４６９内線
２２２）

平成19 年度　人吉下球磨
消防組合職員採用試験

　温泉博士
といわれて
いる松尾先
生のお話を
聞いてみま
せんか？
期　日　平成20年１月30日（水）
時　間　午後２時から（約２時間）
場　所　老人福祉センター
参加料　無　料
受講資格　市内在住の60歳以上の方
定　員　60人
　　（定員になり次第締め切ります）
講　師　松尾 洋 氏（（社）民間活
力開発機構温泉療養アドバイザー、
厚生労働省所管温泉利用指導者）
申込締切　平成20年１月23日（水）
申込・問合せ　老人福祉センター（☎
２４–４９６７）老人クラブ連合会
事務局（☎２３–３９２７）
※住所、氏名、電話番号の確認をさ
せていただきます。

温泉健康講座
受講生募集

♨
♨

（12）（13）
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広報こよみ

28日㈮

●電話番号

市役所（代表）	 ２２‐２１１１

カルチャーパレス	 ２４‐３３１０

スポーツパレス	 ２２‐１６８８

水道局	 ２２‐５４９７

保健センター	 ２４‐８４２０

石野公園	 ２２‐６７００

くらしの

LIFE 
INFORMATION 情報

◆ お知らせ

12 月の納税
固定資産税（第４期）

国民健康保険税（第６期）

介護保険料（第６期）

【納期限】12月 25 日（火）

　納め忘れがないよう、お早めに、最

寄りの金融機関などで納めてください。

　納税には便利で確実な口座振替

をご利用ください。納税通知書・通

帳・通帳印を持って市納税課（⑥番

窓口）・金融機関、郵便局でどうぞ。

問 合 せ　 納 税 課（ ☎ ２ ２‐

２１１１内線１１６２・１１６３）

〔12　月〕
官公庁仕事納め

※一部取り扱えない業務があり
ます。不明な点は事前に担当課

市役所開庁延長日

■開庁時間　午後７時まで

■対象窓口　庁舎１階下記の課

※�一部取り扱えない業務がありま

す。不明な点は事前に担当課ま

でお問い合わせください。

毎週月曜日と木曜日
（休日の場合は実施しません）

◆市民環境課　◆福祉課

◆介護障害課　◆税務課

◆保険年金課　◆納税課

◆ 募　　集

本人確認のため身分証明書を
お持ちください

市民環境課・税務課・納税課の窓

口で、証明書などを交付請求され

る際は『本人確認』を行っており

ますので、運転免許証などの身分

証明書をお持ちください。

問合せ　市民環境課（内線 1212）

　　　　税　務　課（内線 1175）

　　　　納　税　課（内線 1162）

身体障害者ソフトウェア開発

訓練生募集

訓練場所　熊本県ソフトウェア株式
会社身体障害者ソフトウェア開発訓
練センター（上益城郡益城町田原
2081–28）
応募資格　身体障害者手帳を所持
し、公共職業安定所に求職の申込を
した方で、高等学校卒業と同等以上
の能力を有することなど
訓練科目　システム設計科、データ
ベース設計科
訓練期間　平成20年４月から２年間
料　金　教材費など年間30,000円程度
※入学金・受講料は無料
選考試験　平成20年２月８日（金）
募集締切　平成20年１月25日（金）
申込・相談先　球磨公共職業安定所
　　　　　　　（☎２４–８６０９）
問合せ　熊本県立熊本高等技術訓練
校（☎０９６–３７８–０１２１）
身体障害者ソフトウェア開発訓
練 セ ン タ ー（ ☎ ０ ９ ６–２ ８ ９–
２１００）

第２回

ひとよし福祉まつり

１日㈫

４日㈮

13日㈰

14日㈪

15日㈫

〔１　月〕
元旦、くま川下り初下り

（くま川下り発船場）
官公庁仕事始め
消防出初式（ふるさと歴
史の広場）
成人の日、人吉市成人式

（カルチャーパレス）
広報配布日

気軽におたずねください
国民年金推進員

　八代社会保険事務所では、国民年
金制度の周知などのために下記の
国民年金推進員の方がいらっしゃい
ます。制度などについてわからない
ことや、国民年金保険料の納付や免
除申請についておたずねください。

平成19年度
図書館ボランティア募集

　図書に興味の
ある方の応募を
お待ちしています。
活動内容　図書
配 架 、 書 架 整
理、本の修復、
利用案内、館内
美化、読み聞かせ、行事などへの協
力
活動期間　登録日

〜平成20年３月30日（日）
活動場所　人吉市図書館
資　格　高校生以上の人吉市民で、
開館日の午前10時から午後５時ま
での間に２時間程度（月２回以上）
参加できる方※高校生は学校・保護
者の承諾が必要です
待　遇　報酬、交通費、食事などの
支給はありません※市民総合賠償・
保障保険には加入済み
申込方法　図書館備え付けの登録申
込書に必要事項を記入のうえお申し
込みください。※随時受け付け
申込・問合せ　人吉市図書館
　　　　　　　（☎２４–３５１８）

　還暦を迎えた
方々にこれから
の人生にエール
を送ります。ぜ
ひご参加ください。
期　日　平成20年１月20日（日）
時　間　午前９時30分開会
会　場　カルチャーパレス大ホール
内　容　還暦エッセーの発表、還暦
証書の授与、映画上映など
※参加者には記念樹と還暦証書を贈
呈します。（事前申込が必要です）
対象者　昭和22年４月２日〜昭和
23年４月１日生まれの方
申込締切　平成20年１月15日（火）
申込・問合せ　市社会福祉協議会
　　　　　　　（☎２４–９１９２）

市子育て支援センター
「うぉ〜む・はあと」１月のご案内

　時間はいずれも午前10時〜 11時
30分です。

【園開放】（場所：うぉ〜む・はあと）
８ 日（火）２歳児以上

　　　　　（正月遊びを楽しもう）
９ 日（水）１歳児（　　 〃 　　）
11日（金）０歳児（　　 〃 　　）
22日（火）親子エアロビ
29日（火）異年齢園開放

【特別行事・出前保育など】
18日（金）特別行事（あそびのヒント）
25日（金）出前保育（場所：九ちゃ
んクラブ「ふれあい広場」）
申込・問合せ　市子育て支援セン
ター「うぉ〜む・はあと」（さざな
み保育園内・西瀬小南側）（☎２２–
７１７７）

水俣病学習コーナー開設

　県民の方々に水俣病に対する理解
を深めていただくため、図書、ビデ
オ、DVDの貸し出しを行う学習コー
ナーを設置しました。
場　所　くまもと県民交流館パレア９階
時　間　午前９時〜午後７時
問合せ　熊本県水俣病保健課
　　　（☎０９６–３３３–２３０４）

＝平成20年（２００８年）＝

　平成20年春まで工事中ですが、
昼間のみ通行できます。なお、自転
車の場合は降りて押して通行してく
ださい。（バイクでの通行は不可）
曜　日　月〜土曜日
時間　午前８時30分〜午後５時
　ただし、年末年始は12月30日

（日）と平成20年１月６日（月）の
み通行できます。
※工事中のため、作業行程によって
は通行できない場合があります。ご
理解とご協力をお願いします。

大橋を歩いて通行できます

＝＝国民年金推進員のお２人＝＝

▲日
ひがくれ

隠 節
せつろう

朗さん
（☎０８０–１７８９–２６０５）

▲坂
さかもと

本 陽
よ う じ

二さん
（☎０８０–１７７０–５４４７）

　年金を受け取っている方が亡く
なったときは、すみやかに「年金受
給権者死亡届」を提出してください。
　年金を受けている方が亡くなると
受給権はなくなりますので、遺族の
方などが死亡届を最寄りの社会保険
事務所、社会保険事務局の事務所、
または年金相談センターに提出して
ください。
　「死亡届」には、「年金証書」のほ
か死亡の事実を明らかにできる書類

（戸籍抄本、死亡診断書など）を添
えてください。届出が遅れると、年
金を多く受け取り過ぎて、後で返さ
なければならなくなることがありま
すので、ご注意ください。

年金を受けている方が
亡くなったとき

　国民年金保険料の納め忘れや追納
したい方は、ご利用ください。
日　時　
12月25日（火）午前11時〜午後６時
12月26日（水）午前10時〜午後３時
場　所　市役所本館３階第３会議室
問合せ　八代社会保険事務所国民年
金業務第二課（☎０９６５–３５–
６１１５）

国民年金保険料
集合徴収

　フリーマーケット（１月20日）
の出店者を募集しています。
時　間　午前10時〜午後４時
会　場　カルチャーパレス屋外集会場
出店対象　ボランティアなど福祉活
動を行っているサークルで、営利目
的でないもの
募集店数　４店※申込多数の場合は
書類審査を行います。
出店料　無　料
申込方法　出店申込書に記入のう
え、社会福祉協議会事務局へ提出し
てください。
申込締切　12月25日（火）
申込・問合せ　市社会福祉協議会
　　　　　　　（☎２４–９１９２）

ひとよし福祉まつり
フリーマーケット出店者募集
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五木

人吉市の人口と世帯数

平成 19 年 11 月末日現在

（住民基本台帳から）

人　口　36,927 人（＋  5 人）

　　男　17,046 人（＋  6 人）

　　女　19,881 人（ー  1 人）

世帯数　15,679 世帯

（＋ 23 世帯）

※（　）は前月比

編集・発行
　〒868-8601　熊本県人吉市麓町16番地
　人吉市役所企画部情報課
　☎（0966）22-2111
　ＦＡＸ（0966）24-7869

【ホームページアドレス】
　http://www.city.hitoyoshi.kumamoto.jp

【E-メールアドレス】
　info@city.hitoyoshi.lg.jp

第８５７号
（平成19年12月15日）

 広 報 広 報

 広 報 広 報

 広 報 広 報

 広 報 広 報 編 集 後 記
　今年最後の「広報ひとよし」となりま
した。冬将軍の到来で、最近風邪が流
行っているようです。年末・年始に向け、
健康には十分注意したいものです。
　さて、今回の表紙は「オヤジのそば
打ち教室」です。おいしい年越しそば
づくりのため、普段台所に立つ機会が
少ない（？）男性の皆さんが一生懸命
汗を流しておられる姿が印象的でした。
　来年も広報ひとよしをよろしくお願い
します。　　　　　　　　　　　（うの）

球 磨 川

胸

川

市街地の占領、炎上

明治十年六月一日 人吉陥落
人
吉
城
歴
史
館
特
別
展

「
西
南
戦
争
と
人
吉
」
絶
賛
開
催
中

村山砲台（西小学校前）

西郷軍本営（永国寺）
田町炎上

人吉隊本部（青井家）

大橋の銃撃戦

至 

大
口

西郷軍の最前線（老神神社）

西郷軍幹部宿舎（新宮 簡屋敷）

西郷軍駐屯地（寺馬場士族屋敷）

人吉隊の密謀

至 大畑５月29日、西郷隆盛 移動

拘置所となった大信寺

官軍部隊宿営地

青井阿蘇神社

官軍本営（瓦屋政岡宅）

屯田兵の駐屯（聖泉院）

西郷軍陣地（人吉城跡）

※展示パネルより一部抜粋
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～いで湯と焼酎・笑顔の里～
　　　　　　　　　市長と語る　ひとよし‘‘かがやき”づくりトーク資料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※平成19年10月～11月．面内各所で13回．市長と直接まちづくりについて語り合う「ひとよし』かがやぎづくりトーク」を牌達しました。

口人吉市の将来像などビジョンについて　　　　　＼一こ囎はそ㎝に翻りし繍可3とよし一か槻』づくりトーク囎1こ卸τは伍毅墜し…〔男甲讐12月15目号｝1こ処しτし’萌す’

　　人吉は、どこの町にも負けない、数々の観光資源や球磨焼酎・鮎・農産物といった産業資源が豊富な町です。おもてなしに磨きをかけ、地元の良材を活用し、

　　世界に誇れる人吉を創りましょう。そのために、観光と球磨焼酎で潤うまちつくりを始めます。ワクワクするようなまちつくりを、みなさんこ1一緒に始めましょう。

■マニフェストの実現に向けて
　　マニフェストの実現に向け、人吉市総合計画と連動しながら、計画的かつ具体的に、事業の取り組みを始めています。

《市民みんなが健康で笑顔で暮らせるまちを目指して》 平成r9年10目報告

マ　ニ　フ　ェ　ス　ト　を　取　り　巻　く
総合計画における

ｭ　策　課　題
■程（スケジュール｝

具　体　的　な　取　り　組　み　　（内容｝
現在の取り組み状況 目標（着手｝

20年度1
幸せを昊感できる

n域糧祉社会の
ﾀ現をめざしτ

①　お年高りから子どもまで安心して暮らせる生活支握制度を創設する、

A　「元気いっぱい子自τプログラム』を創造し．未就学児童医原冒を無科化する。

掾F歯磨き体操を考案し家庭に普及させる、虫歯予防や治礁費は小学歪以下は無料とする．

支援皇盆などが設置できないか．雨空杯の行財政改革の中で検討していく

負ﾈ予防の取り組みを先行させ、その効果を見τ医療員無料化を検討

20年度

20年屋
2

高齢冒幅祉の

[実をめざして

㊦　高齢琶の手術や入院費の支出に対し、喜らし墨金を創出しτ不足目用の貸付制度を整える、

A　高齢者の一人暮らしを対象rこ緊急通報機器一火災磁口磯などの設置を無賃で行う，

社会福祉協議会の制度で揺充を検討

l吉市緊急通報体制等整備事業の拡充を検討中 20年度

㊦　人吉駅を、槻光一交通の拠点にする。温泉町を特別区に指定し、　　湯布院をしのぐやすらぎの里にしτ、中心市街地を観光喜であふれる田にする，

庁内にブロシェクトチームを設置し【検討中 　22年度
k新幹報闇通を盤，3

観光揖報の発信と

@地域のPR

ﾘ在型広囎光の
@　　推進

　　人吉駅の西側の市有地を活用し、
Q廷アIJR九州ととも「詔書建設と基盤備を行う・　　（イ｝観光センターのホームペーシに「本日のお薦め』としτ提示し．生の情報を発信する．　　｛ウ｝鉄道一バス・タクシーーレンタカーーレンタサイクルを集約し．交通の拠点とする。

J　R本社と協謹を準備中

｡内にプロジェクトチームを設置しで検討中

　22年度
k新轍醗を齪，

念　相良700年の立仏財を生かし，「四国八十ハ刀所めぐり一九州相良三十三観音めぐり』と、“一『人々の口に上がるような観光名所にする。

宦@人吉駅を．厨にふさわしい駅としτ新築し、観光・交通の拠点とする。大型バスの駐車場を付帯する。

観光資料の洗い直しに菖手
n番札所の駅設置を検討

｡内にプロジェクトチームを設置しτ検討中

19年度
Q2年度

　22年度〔斬幹糊を盤定，

悉　温泉町周辺の温泉特別地区指定事業

　　九州新幹線開通にaわせで．温泉町に人吉のシンホルとしご温泉センターを、◎　　而予算と民間PF　I方式　ぐ民間活力〕を桝用しで．関係機関や各組合．団圷と協議の上建設する、

4

観光資源の整備と

�ｯ入れ俸制の充実

@　観光資源の

@掘り起こしと
U策ルートづくり

　　温泉センターを中核としで．郡市内の経営者、投資家を優先し、県内一全国から◎　　温泉旅館経営者を募集しτ．企業誘致を温泉町に行い．湯布院を上回る環境．温泉旅館街を創設する、

庁内にプロジ■クトチームを設置して検討中 　22年度
ｿ幹綿繭を君田〕

㊧　駅一中心南街地一温泉町周辺のトライアングルソーンをシャトルバスでつなぎ．動く観光施設として活用する．

　　駅一温泉町一中心市街地のトライアングルゾーンの住民と専門家rこよる運用企画委員会を立ち上げ．◎　　運用ソフト面の充実を図る．

5
時代と地域特性を

ﾎ景にした麟の振興

　　農地保全と作初の活用を図るだめ．農業萄区一焼酎特区を申請する．一次産業で綾わっτいる農家の収益を
早@確保するために農産物の生産一加工一販売までの一貫陣制を容易にし．農家のやりがいと担い手対策を行う，

@　農産物のブランド化に着手し．農業法人、築港営農を応援する．

特区提栞書準漏中

_産物ブランド化に向けアドバイザーによる研修等を実施し．載隠会議を革偏中

19年度

Q1年度
6

中小企業・地堺産業の

@　育成・振興

㊦　焼酎の里としτの地域ブランドを確立するために、焼酎メーカーとともに焼酎親善大使を　　内外から任命し、日本一アシア一世界へと販売ルートを確立するための大使派遣制度をつくる．

市長認定の焼酎大使制度の制度設計についτ研究中 20年度



マ　ニ　フ　ェ　ス　ト　を　取　り　巻　く
総合計画における

ｭ　策　課　題
■程（スケジュール）

具　体　的　な　取　り　組　み　　（内容）
現在の取り組み状況 目標（着手）

①　上原田地区利水事業の促進と豊業計画の立案を行う、農林水産省、県に要望し．　　利水事業やバイオマス構想を立ち上げる、

資源環境型農業やバイオマスについτ調査研究に着手 22年匿7 水資澱の課金と

@有効利用

�蒼bの開発

②水源確保のための調童を行う，

◎　上原田利水組合や農業者との定期的会aを開催し、ビジョンと計画を策定する．
関係町村と新利水事業の計画策定に努めている 19年度

①　市民が納得する入札制度の改革［こ着手する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一

早@1のOO万円以上の士木・建築や各種事業は原則としτ一般競争入札とするが、地場産業育吻）ために　　地域用件、クラス別などの条件を付帯する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一 　21年度

@19年度
　　法令遵守委員会などの監視委員会を設け．談合．不正防止等のため［こ．③　　入札、参加停止．指名停止などのペナルティ制度を設け．その測度の内容を公表する、

@　内部通報制度を設け．入札や事豊の透明性を高める。通報者が無記名でも情報を受理し．その内容に従い④　　調査をし結果を公表する．談合、不正に関係した職員に対しτは地方公務員法に従いペナルティ制度を設ける、

「人吉市制限付き一般競争入札実施［こ関する規則』（仮称〕の制定を検討中

�D監視委員会設置条例を19年10月1日に制定及び
l吉市工事措名競争入札参加考選定審査書の機能強化を実施中

u不正防止内部通報に関する要項」　（仮称｝の制定に向け準備中

u人吉市職員の懲庇処分等の基準等に関する規程』有り

8
知畢的な行政運営と

s民サービスの向上

19年度

D　予定価格一落礼価格・藩札率・落札業者一入札参加企業名などを事後公表する。 「人吉市■事等入札・契約情報の公表に関する要項」の一部改正による事後公表を実施 19年度

E　事業契約監査委員会を立ち上げ。既存事業や不合理な契約の見直し。各種契約。　　補助金制度や優遇措置の再検討を行う、

H　事務の効率化を図り．事務負の削減に取り組む、事務貰10％削減、

補馳金の整理合理化一経常負担金の見直し一億員研修の見直し一

問|用品の集中管理・公用車の集中冒理・有料広告の拡大・

寤�梼ﾔ場の百科化等といった個別予算の削減等についτ調首・研究中
19年度

㊤市長給与20％削減．市逼公用車の廃止 削除済み　車検時に実施 19年度9
財政運営の効率化 ②新規採用者の採用抑制［よ目無退職青に対し50％削減を目標とする． 定員適正化計画や指定冒理青制度の導入によって∫目標に近づける

③　小さな予算で大きな実額を残す職員の報奨制度を設置する，これを人事評価制度に取り入れる、 試行を経て取り組んでいる人事評価の中で実施する 19年度

①　平成100人委員会を開設する．広く市民の意見を汲み上げる組継とし．テーマことの分科会を開催する．10
市民蟄加の

ﾜちづくり
嘆）専門委員と公募委員で構成する、

重翌課題についτは4つの庁内プロジェクトを設置しτ検討を進めτいるが．

R観、100人委員会を介した市民の壁皿を駅める，
ｻのための制度設計に取り組んでいる、

19年匿

③　岳月開催し、1年間でビジョンと具体策を検討し．公表する，これを塁に街づくりを推進しτいく，

スホーツ憂流

@都市づくり

ｶ化団体の日成

　　街づくり活性化のための行動支耀隊員を募集し．祭り、スポーツ．文化事業の活性化を計る、①　　スホーツ・芸術・文化団体と協議を行い、有機的に一貫した事藁の策定を行う、 祭り・スポーツ．文化事業をサポートする

s動支援隊育成ブロジークトチームの創設準備中 21年度11

　　伝統に根ざした祭りを実行に移すボランティア、スホーツ巫流を重えるサポーター．②　　文化事業を運営するファシIJチーターを募集する。

前提である体育協会や文化協盒の法人化を含めτ検討中 22年度

庁囚にプロジェクトチームを設置しτ検討中 22年度
12 文化財の保存と

@環規整幡

ｶ化行事の開佳 ②　犬童球渓顕彰音楽祭を作曲家の故螂であるアメリカと交流し国際音楽祭とする． 国際交流関連団棒と協誦し．進め方を検討中 20年度
13

文化の縣つくり
　　中川原に『rベント広場や大型バス駐車場・キャンピングカー駐車場を設け．①　　観光喜と市民の憩いの場とする。

中月1原の公園唾備1こつし、てけ内協議中 21年度

14 公共交通機関の充実

�ｬ企業一地場産業の

@　日域・振興

　　くまIII鉄道．球磨川下り株式会社の経営力強化審議会の設置と方針策定、

@　赤字が予想される第3セクターの経営分析を行い、
@　今後の事業の見通しを確立し．新規の事業を摸索する．

くま川鉄道自陣の経営状況の分析と赤守路線バスを含む

n域交通体系の将来構想を提唱 20年匿

②　第3セクターを通じτ．日本．アジア．世界へ向けての物産販売の模索をする。
　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一

Aドノーイザーと相談中 20年度

15
中心市街地の整価

　　中心市街地の空き店踊と周辺地権者の協力を得τ、2．OOO坪の士地を確保し、
@　図書館一美術鵤一博初茜一工芸館一rベント館一展望所、物産館．テナント．①　　市分室一市民相談窓口などを重ね合わせたカルチャーーア三ユースメントタワーを

@　市と民間の資金、経営方法．枝術で建設し．直営する，

庁囚にプロジェクトチームを設置しτ検討中 21年虚
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